
・新潟県農業機械商業協同組合 

・新潟県農業共済組合 

・新潟県農業協同組合中央会 

・全国共済農業協同組合連合会新潟県本部 

・全国農業協同組合連合会新潟県本部 

・新潟県信用農業協同組合連合会 

・新潟県厚生農業協同組合連合会 

・新潟県酪農業協同組合連合会 

・東北電力ネットワーク株式会社新潟支社 

・新潟県酒造組合 

・新潟県卸酒販組合 

・新潟県小売酒販組合連合会 

・新潟県森林組合連合会 

・新潟県漁業協同組合連合会 

・公益財団法人新潟県生活衛生営業指導センター 

・新潟県すし商生活衛生同業組合 

・新潟県旅館ホテル生活衛生同業組合 

・新潟県料理生活衛生同業組合 

・新潟県社交飲食業生活衛生同業組合 

・一般財団法人新潟県老人クラブ連合会 

・公益財団法人にいがた産業創造機構 

・一般社団法人新潟県医師会 

・公益社団法人新潟県薬剤師会 

・一般社団法人新潟県歯科医師会 

・公益社団法人新潟県看護協会 

・新潟県土地改良事業団体連合会 

・一般社団法人新潟県建設専門工事業団体連合会 

・一般社団法人新潟県空調衛生工事業協会 

・一般社団法人新潟県ＬＰガス協会 

・一般社団法人新潟県解体工事業協会 

・一般社団法人新潟県産業資源循環協会 

・新潟県住宅供給公社 

・一般社団法人新潟県建設業協会 

・一般社団法人新潟県砂利砕石協会 

・新潟県生コンクリート工業組合 

・新潟県電気工事工業組合 

・一般社団法人日本建設業連合会北陸支部 

・一般社団法人新潟県設備設計事務所協会 

・一般社団法人新潟電設業協会 

・一般社団法人新潟県高圧ガス保安協会 

・新潟県印刷工業組合 

・公益社団法人新潟県宅地建物取引業協会 

・新潟県信用組合協会 

・一般社団法人新潟県警備業協会 

・新潟県信用金庫協会 

・日本通信株式会社 

・新潟県生活協同組合連合会 

（令和４年４月１日現在 

１３４推進機関・団体、順不同） 

＜官公庁＞ 
・新潟県 

・新潟県警察本部 

・新潟県教育委員会 

・国土交通省北陸地方整備局 

・国土交通省北陸信越運輸局 

・国土交通省北陸信越運輸局新潟運輸支局 

・厚生労働省新潟労働局 

・新潟市 

・新潟県市長会 

・新潟県町村会 

・新潟県市町村総合事務組合 

 

＜教育関係団体＞ 
・新潟県小学校長会 

・新潟県中学校長会 

・新潟県高等学校長協会 

・新潟県小中学校ＰＴＡ連合会 

・新潟県高等学校ＰＴＡ連合会 

・新潟県専門学校協会 

・新潟県私立中学高等学校協会 

・新潟県幼稚園・こども園連盟 

・一般社団法人新潟県私立幼稚園・認定こども園協会 

・新潟県保育連盟 

 

＜交通・運輸関係団体＞ 
・東日本旅客鉄道株式会社新潟支社 

・東日本高速道路株式会社新潟支社 

・公益財団法人新潟県交通安全協会 

・一般社団法人新潟県安全運転管理者協会 

・公益社団法人新潟県トラック協会 

・公益社団法人新潟県バス協会 

・一般社団法人新潟県ハイヤー・タクシー協会 

・一般社団法人新潟県自動車整備振興会 

・新潟県自動車販売店協会 

・一般財団法人新潟県自動車標板協会 

・一般社団法人新潟県指定自動車教習所協会 

・一般財団法人新潟県自動車練習所 

・軽自動車検査協会新潟主管事務所    

・陸上貨物運送事業労働災害防止協会新潟県支部 

・独立行政法人自動車事故対策機構新潟主管支所 

・新潟県二輪車普及安全協会 

・自動車安全運転センター新潟県事務所 

・一般社団法人新潟県交通安全施設業協会 

・新潟県高速道路交通安全協議会 

・新潟市個人タクシー事業協同組合 

・一般社団法人日本自動車連盟新潟支部 

・新潟県自転車軽自動車商協同組合 

・一般社団法人新潟県レンタカー協会 

 
 

  

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 

 
 
 

「新潟県自転車の安全で適正な利用の促進に関する条例」が制定されました。（令和４年４月１日施行） 

自転車の利用者は定期的な自転車の点検及び整備に努めるほか、利用時には乗車用 

ヘルメットを着用し、交通ルールを遵守するなど、自転車を安全で適正に利用しまし 

ょう。 

本年１０月１日から、自転車利用者等が自転車損害賠償責任保険等に加入することが 

義務となります。（詳細は「新潟県 自転車条例」で検索） 

「安全運転・チャレンジ１００」、「いきいきクラブ・チャレンジ１００」参加者大募集中！  

チャレンジ期間９月２３日～１２月３１日までの１００日間  
◎ 安全運転・チャレンジ１００（令和３年度  ７，５９２チーム ３７，９６０人参加） 
  実行委員会（県庁県民生活課交通安全対策室内）ＴＥＬ０２５－２８０－５１３６  
◎ いきいきクラブ・チャレンジ１００（令和３年度 ４，０４３チーム ２０，２１５人参加） 
  実 行 委 員 会 （ 公 益 財 団 法 人 新 潟 県 交 通 安 全 協 会 内 ） Ｔ Ｅ Ｌ ０ ２ ５ － ２ ８ ５ － ３ ７ ５ ５  
 

 

１ 実施期間 

運動期間 ７月２２日(金)～７月３１日(日) 

 

２ 目的 

この運動は、夏休みに入るこの時期に、子どもたちや若者の開放感

から起こる事故や、夏のレジャーによる疲労運転等から起こる事故が

懸念されることから、「事故を起こさない」「事故に遭わない」ために、

広く県民に交通ルールの遵守と正しい交通マナーの実践を呼びかけ、

交通事故防止の徹底を図ることを目的とします。 
 

３ スローガン 

『 「さあどうぞ」 笑顔でゆずる 夏の道 』 

 

４ 運動の重点 

 ① 横断歩行者等の交通事故防止 

 ② 疲労運転の防止 

 ③ 飲酒運転の根絶 

 

５ 運動の進め方 

  県、市町村及び関係機関・団体は、相互に連携を密にして、この実

施要綱に基づき、それぞれの実情に即した具体的な実施計画を策定す

るとともに、積極的な広報活動などを通じて、すべての県民に周知を

図ることにより、この運動への参加意識を高め、幅広い県民運動とし

て展開します。 

新潟県交通安全対策連絡協議会員 

新潟県実施要綱 

令和４年 

 

新潟県交通安全対策連絡協議会 

 

・新潟県ハイヤー交通共済協同組合 

・新潟県自動車車体整備協同組合 

・赤帽新潟県軽自動車運送協同組合 

・新潟県オートバイ事業協同組合 

・新潟県軽自動車協会 

・日本通運株式会社新潟支店 

・新潟県中古自動車販売協会 

 
＜報道関係＞ 
・株式会社新潟日報社 

・朝日新聞社新潟総局 

・毎日新聞社新潟支局 

・読売新聞社新潟支局 

・産経新聞社新潟支局 

・一般社団法人共同通信社新潟支局 

・時事通信社新潟支局 

・日本経済新聞社新潟支局 

・ＮＨＫ新潟放送局 

・株式会社新潟放送 

・株式会社ＮＳＴ新潟総合テレビ 

・株式会社テレビ新潟放送網 

・株式会社新潟テレビ２１ 

・株式会社柏崎コミュニティ放送 

・長岡移動電話システム株式会社 

・株式会社エフエムラジオ新潟 

・燕三条エフエム放送株式会社 

・株式会社けんと放送 

・株式会社エフエム新津 

・エフエム角田山コミュニティ放送株式会社 

・株式会社エフエム雪国 

・株式会社エフエムしばた 

・株式会社エフエムとおかまち 

・エフエム魚沼株式会社 

 

＜青少年・福祉関係団体＞ 
・社会福祉法人新潟県社会福祉協議会 

・日本ボーイスカウト新潟連盟 

・新潟県青少年健全育成県民会議 

・一般財団法人新潟県民生委員児童委員協議会 

    

＜その他関係団体＞ 
・新潟県石油業協同組合 

・日本郵便株式会社信越支社 

・一般社団法人新潟県商工会議所連合会 

・新潟県商工会連合会 

・新潟県中小企業団体中央会 

・一般社団法人新潟県銀行協会 

・全国交通運輸労働組合総連合新潟県支部 

・一般社団法人新潟県農業会議 



 
 

 

           

 

             
          

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                              
            

  

   

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
  

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                        

◎ 本年５月末時点で、歩行中に事故で亡くなられた方は２人で、うち１人は道路横

断中でした。 
歩行者事故での負傷者は１６６人となり、うち横断歩道横断中が７８人と約半数近

くを占め、最も多くなっています。（５月末時点の負傷者数は速報値） 

◎ また、昨年発生した交通事故死者４７人のうち、約４割にあたる１７人が歩行者

となり、うち約半数の８人は道路横断中の事故でした。 

◎ 夏場は、暑い屋外での活動の他にも、熱帯夜で十分な睡眠がとれない場合や屋外と

屋内との気温差などで、自分でも気がつかないうちに疲労が蓄積し、運転に必要な集

中力や注意力を維持できず、漫然運転や居眠り運転を引き起こす原因になります。 
◎ 「漫然運転」とは、集中力や注意力が低下した状態で運転することを指します。 

漫然運転は、目の前の危険に対し判断、操作が遅れる大変危険な運転です。 

◎ 特に高速道路上では重大事故につながることから、車を運転 

する前には体調を万全にし、無理のない運転計画を立てるととも 

に、運転中は疲れを感じる前に、こまめに休憩をとりましょう。 

◎ 歩行者事故のうち、歩行者側に「信号無視」、「走行する車の直前・直後の横断」、や

「付近に横断歩道があるのに、横断歩道ではない場所を横断する」等の違反が認めら

れる場合があります。 

  歩行者も道路では右側通行、道路横断時の左右確認など交通ルールをしっかりと守

ることで、自らの安全を守ることができます。 

◎ 例年、夏休みの時期は子どもが被害に遭う交通事故が増加 

する傾向にあります。 

子どもが交通事故に遭わないように、保護者等の皆様は 

お子様と一緒に「歩行者の交通ルール」を再確認し、悲惨 

な交通事故を防ぎましょう。 

◎ 本年４月１日から、安全運転管理者の業務が拡充され、運転前後の運転者の酒気帯

びの有無を目視等で確認し、その結果を記録し、一年間保存することが義務付けられ

ました。 

◎ また、本年１０月１日からは、アルコール検知器を使用した運転者の酒気帯びの有

無の確認も義務化されます。  

◎ 飲酒運転は、アルコールの影響により注意力や判断力が低下し、交通事故に直結する

大変危険な行為で、重大な犯罪です。 

◎ 夏は、海や山でのバーベキューなど、開放的な環境の中でお酒を飲む機会も増えます

が、車の鍵を持っている人も、周りの人も「飲酒運転は絶対にしない、させない」を徹

底し、飲酒運転を根絶しましょう。 

◎ 飲酒運転による交通事故は死亡事故につながる危険性が高くなります。 

全国的には、「運転者が飲酒運転をしていた場合」では、そうでない場合と比較して、

死亡事故になる確率が約９．２倍も高いという状況です。    

 

 

 

 

※ 横断歩行者等とは、横断する歩行者の他に横断しようと 

 

 

◎ 本年５月末時点で、交通事故死者１４人のうち、単独事故による死者は９人（前年

同期比＋７人）であり、急増しています。 

◎ 単独事故は集中力や注意力の低下が原因と考えられることから、疲労をためた状態

での運転は控えましょう。 

 

死亡事故率比較（令和３年）

飲酒あり

飲酒なし
0.75%

6.92%

0.0% 1.0% 2.0% 3.0% 4.0% 5.0% 6.0% 7.0%

横断歩道標識 

 

 
飲酒運転は重大な犯罪です！ 

歩行者も交通ルールを守りましょう！ 

横断歩道では歩行者が最優先です！ する歩行者や、自転車横断帯を通行する自転車も含みます。 

※ 

負傷した歩行者の約半数が横断歩道を横断中に被害に遭っています 

 

 

疲労による集中力、注意力の低下に注意しましょう！ 

◎ ドライバーは横断歩道の標識やダイヤマーク（交差点付近のひし形の標示）があ

る場所では、その先にある横断歩道を渡っている人、渡ろうとしている人がいない

かしっかりと確認しましょう。 

◎ 横断歩行者がいないことが明らかな場合を除いてドライバーは横断歩道手前で停

止できるような速度で運転しなければいけません。 

  また、障害物などで安全が確認できない場合は、速度を落と 

して横断歩行者に備えましょう。 

◎ 横断歩道を渡っている人や渡ろうとしている人がいる場合 

には、きちんと停止し、通行を妨げてはいけません。 

◎ 特に住宅街や公園の近くなど、歩行者の多い環境ではより 

一層の注意が必要です。 

ドライバーは、歩行者の横断に備えましょう 

◎ 夕暮れ時は交通事故が多発する時間帯です。 

早めに前照灯を点灯し、自車の存在を明らかにするととともに、適宜ハイビーム（走

行用前照灯）で走行し、横断歩行者を早く発見するよう努めましょう。 

ハイビームは、ロービーム（すれ違い用前照灯）の約２．５倍先まで照らします。 

前照灯の早めの点灯 

 

ルールを守れば自分の安全も守られます 

 

疲れを感じたら一休みしましょう 

車両単独の死亡事故が多発！ 

「飲酒運転は絶対にしない、させない」を徹底 

 

安全運転管理者によるアルコール検知器を使用したチェックが義務化されます 


